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キャピラリー電気泳動 (capillary eletrophoresis, CE) は、内径10--100μm のキャピラリーを使用し、これに種々
の物質を添加した電解質溶液を満たして100--1 ，000V/ cm の高い電場をかけて行う分析法であり、イオン性物質だけ
でなく中性物質にも適用できるきわめて応用範囲の広い分析法である。






る系 (normal system) と、その逆にタンパク質を添加した泳動液中で糖鎖の動きを観察する系 (reverse system) 
の2つの系があり、それぞれが独自の問題点および利点をもっている o
ガラクトース残基およびカルボキシル基をもった酸性糖であるラクトビオン酸Clactobionic acid, L A) を糖鎖
モデル、ガラクトース認識レクチンであるヒママメレクチン (Recinus communis agglutinin, RCA60) をタンパク質
モデルとして normal system について基礎検討を行った。両者の反応は、タンパク質の等電点付近で強く起こるo
この条件下では LAは陽極側へ引き寄せられる。 RCA60はそれ自体はほとんど泳動しないが、 LA存在下では平衡的
に複合体を形成し、 LAの負電荷が加わるため陽極側へ泳動し、その泳動速度の増加の度合は LA濃度に依存した。
そこで理論的解析を行い、 RCAωの移動時間と LA濃度の関係を逆数同士の l 次式として示すことができた。すなわ
ち、 LA添加時と無添加時の移動時間の差の逆数を LA濃度の逆数に対してプロットすることにより得られる直線の
傾き (A) および Y 軸切片 (B) から、結合定数 (Ka) を再現性良く求めることができた。
この結合定数測定法においては、泳動液への添加物である糖鎖リガンドがイオン性をもつことが前提になっている
が、本法の適用を中性糖にまで拡張するため、中性糖を化学的にイオン性リガンドに導く方法を探索した。その結果、




次に reverse mode について検討を行った。先ずガラクトシルグルコース類とグルコビオース類から 5 種類の二糖
類異性体を選び、それらの 1中henylふmethyl-5-pyrazolone (PMP) 誘導体のアフィニティー電気泳動 (affinity
electrophoresis , AE) モードによる分離を観察した。特異性の異るレクチン類を添加した泳動液を用いて、二糖類
PMP 誘導体混合物を分析したところ、それぞれの特異性の違いにより異った分離が得られた。また、 2 種類レクチ
ンを同時に泳動液に添加すると、両者の特異性が協調し合って分離が改善されることを観察することができた。





することができた。また、重合度の異るイソマルトオリゴ糖混合物を 8・aminonaphtharene- l， 3, 6-trisulfonate 








導体化する zone-passing 法、および試薬含有泳動液中で試料成分を電気泳動させながら誘導体化する throughout­
capillary 法の3つの方法をとり上げ、それぞれについてアミノ酸をオルトフタルアルデヒド (o-phthalaldehyde, 
OPA) で標識する反応、をモデルとして長所・短所を調べ、また問題点を探った。
At-inlet 法においては、試料溶液 (S) および試薬溶液 (R) を導入する方式として S およびRを層積導入するタ
ンデム方式および S をRで挟み込むサンドイツチ方式を考えた。それぞれについて混合効率および反応効率を精査し































キャピラリー電気泳動 (C E) は、近年その理論および装置面で大きく進展し、 HPLC 法と並ぶ有力な分離分析
法としての地位を築いている。本研究は、 CE の特長を生かした、薬学領域における新規な応用の開発を目指したも
のであり、以下に概略する成果を得ている。
1.キャピラリー内での物質問相互作用に基づく移動速度の変化を理論的に解析することにより、これら相互作用の
強さが見積もられることを示した。生体内物質問相互作用のモデルとして、蛋白質一糖間の相互作用を選び、その結
合定数が容易に求められることを示している。
2. 試料の量が限られる生体内物質の分析においては、超微量分析が要求され、このための分析対象の誘導体化が行
われる場合も多 L、。本研究では、通常系外で行われる誘導体化をキャピラリー系内で行い、分析の微量化を計るため
の三種の方法を考案し、それぞれの特徴と有効性を実証するとともに、対象物質問の反応速度解析への応用が可能で
あることをも明らか iこしている。
これらの成果は、当初の研究目的を充分実現したものであり、博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認め
られる。
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